






　精神障害者を在宅でケアする家族の情動的負担とし
て、知識欠如による自責感や無力感、情報不足による
孤立無援感、病状や長期のケアによる荷重感が指摘さ
れている（岩崎，1998）。そうした負担のある長い経
過の中でも、家族は、様々な局面で、価値観、受け止
めている現実、将来の可能性の評価の変化に伴って形
を変化させながらも希望を持ち続け、患者の回復への
希望を失わないという（鈴木，2000）。しかし、本研
究では、「回復」への希望を持つことが困難であったり、
希望と不安とが入り混じったりしている状況もあるこ
とが示唆された。ただし、その「回復」には、発達段
階、これまでの状況や現状の評価、医療者からの情報
や治療の受け止めが関わっており、定義自体が家族に
よって異なっていた。こうしたことから、様々な思い
を抱えながら地域で精神障害者の「回復」を支える家
族に対して看護援助を行う際には、仮に医療者側の思
い描く「回復」と異なる場合があっても、まずは、障
害者本人と家族の発達課題や、家族によるこれまでと
現状の評価がどうであるかのアセスメントを行なった
上で、そのような「回復」の受けとめにいたる心情を
理解することが肝要であると考えられる。

Ⅶ 結　　論

　本研究では、3 名の家族を事例に、地域で暮らす精
神障害者の家族の捉える「回復」について分析と考察
を行ってきた。本研究では、少数の事例から「回復」
の語りがどのように構築されているかについて詳細に
分析を行うことに焦点があり、「回復」の一般化に焦
点があるわけではない。しかし、例えば、血縁にない
配偶者等はまったく異なる語りとなる可能性があり、
今後の課題として残されている。また、当事者同席で
の家族の語りは、当事者が知っても支障のない内容と
して語られたものでもあり、家族が単独で内面を語る
ものとは異なる可能性がある。しかし、結果の公表が
前提となると単独の語りであっても聞き手・読み手を
意識したものとなる可能性もある。こうした聞き手・
読み手を意識した語りの限定性はナラティブ分析の限
界でもあり、家族にとっての「回復」をさらに理解し
ていくためには他のアプローチからの分析も含め多角
的に捉えていくことが求められる。
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